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問  

野
良
犬
、
野
良
猫
が
増

え
る
こ
と
に
対
し
、
本
市
と

し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を

と
っ
て
き
た
か
。

答  

本
市
で
は
、
狂
犬
病
予

防
法
に
基
づ
き
広
島
県
動
物

愛
護
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
、

保
護
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、

平
成
24
年
度
で
は
８
件
12

匹
、
25
年
度
で
は
11
月
末
ま

で
に
８
回
実
施
し
、
14
匹
を

保
護
し
て
い
る
。
保
護
は
、

野
外
で
繁
殖
し
た
野
良
犬
、

野
良
猫
が
多
数
を
占
め
て
い

る
。
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
、
不
適
切
な
餌
や
り
な
ど

へ
の
行
政
指
導
を
行
っ
て
い

る
。

問  

呉
市
で
は
不
妊
・
去
勢

手
術
の
一
部
が
補
助
さ
れ
て

い
る
。
本
市
に
お
い
て
、
こ

の
よ
う
な
施
策
を
実
施
す
る

考
え
は
な
い
か
。

答  

不
妊
・
去
勢
手
術
補
助

は
、
県
内
で
は
１
市
１
町
で

実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
全
国
的
に
も
制
度
を
有
し

て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。
今

後
、
他
市
の
成

果
な
ど
を
研

究
し
、
検
討
す

る
。

問  

ペ
ッ
ト
の

命
が
粗
末
に

さ
れ
る
状
況

を
減
ら
す
た

め
、
飼
い
主
が

正
し
い
飼
い

方
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。
本
市
と
し

て
、
よ
り
積
極

的
な
啓
発
活
動
が
必
要
だ
と

考
え
る
が
、
見
解
は
。

答  

啓
発
活
動
に
つ
い
て
、

今
後
も
広
島
県
動
物
愛
護
セ

ン
タ
ー
を
は
じ
め
関
係
機
関

と
連
携
し
て
、
責
任
あ
る
飼

育
に
つ
い
て
一
層
の
市
民
啓

発
を
行
う
。

公
的
施
設
の
命
名
権

の
設
置
を

問  

広
島
市
は
、
市
民
球
場

な
ど
に
命
名
権
を
設
定
し
、

収
入
を
得
て
い
る
。
本
市
で

も
実
施
す
る
考
え
は
な
い

か
。

答  

ポ
ポ
ロ
な
ど
の
、
施
設

の
命
名
権
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
愛
称
に
も
配
慮
し
、
地

元
企
業
の
広
告
効
果
や
地
域

貢
献
の
一
つ
の
方
法
と
し
て

の
可
能
性
な
ど
も
考
慮
し
、

新
た
な
財
源
確
保
と
い
う
観

点
か
ら
、
先
進
地
の
事
例
を

参
考
に
し
な
が
ら
制
度
導
入

の
研
究
を
し
て
い
く
。

責
任
あ
る
ペ
ッ
ト
飼
育
を

政ま
さ

平ひ
ら 

智と
も

春は
る 

議
員

平成25年12月定例会

一般質問 市政を問う
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問  

平
成
24
年
度
の
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
の
決
算
に

お
い
て
、
５
億
１
３
０
０
万

円
の
黒
字
が
示
さ
れ
た
。
国

な
ど
か
ら
の
歳
入
の
増
加
、

歳
出
削
減
の
努
力
も
あ
り
、

保
険
給
付
費
が
見
込
み
よ
り

少
な
か
っ
た
。
26
年
度
の
予

算
編
成
に
向
け
て
、
住
民
の

負
担
を
軽
減
す
る
考
え
方
に

つ
い
て
。

答  

❶
財
源
不
足
に
対
し
て

は
税
率
改
定
で
対
応
す
る
。

❷
２
年
に
１
度
税
率
見
直
し

を
行
う
。

❸
財
政
調
整
基
金
保
有
率
目

標
を
過
去
３
ヶ
年
平
均
給
付

費
等
の
３
％
以
上
と
す
る
。

今
後
の
財
政
運
営
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
、
26
年
度
以
降

の
税
率
改
定
等
の
検
討
を
行

う
。
税
率
見
直
し
に
お
い
て

は
、慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

問  

26
年
度
以
降
の
税
率
見

直
し
は
、「
上
げ
る
か
、
下

げ
る
か
、
据
え
置
く
か
」
で

は
な
い
か
。
慎
重
に
取
り
組

み
た
い
と
の
考
え
に
つ
い

て
、
市
民
の
生
活
実
態
を
基

本
に
置
い
た
、
予
算
編
成
を

要
望
す
る
。

本
市
に
お
け
る
福
祉

政
策
に
つ
い
て

問  

介
護
従
事
者
の
助
成
に

つ
い
て
、
介
護
事
業
所
に
お

け
る
運
営
は
マ
ン
パ
ワ
ー
が

必
要
で
あ
り
、
尾
道
市
に
お

い
て
、
介
護
従
事
者
の
助
成

が
単
独
事
業
で
行
わ
れ
て
い

る
が
、
本
市
に
お
け
る
考
え

方
に
つ
い
て
。

答  

尾
道
市
の
助
成
制
度
に

つ
い
て
は
、
大
幅
な
増
床
を

盛
り
込
む
に
当
た
り
、
介
護

職
員
の
確
保
対
策
と
し
て
、

第
５
期
事
業
計
画
に
限
り
特

別
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
あ

る
。
本
市
は
入
所
系
施
設
定

員
が
、
県
の
施
設
整
備
目
標

を
超
え
て
お
り
増
床
計
画
は

な
い
が
、
今
後
、
国
・
県
と

連
携
し
処
遇
改
善
に
努
め

る
。

問  

27
年
度
か
ら
の
第
６
期

介
護
保
険
制
度
改
正
に
つ
い

て
「
社
会
保
障
と
税
の
一
体

改
革
」
で
方
策
が
議
論
さ
れ

て
い
る
。
本
市
の
高
齢
者
の

実
態
や
介
護
の
状
況
を
市
長

が
把
握
し
、
国
に
対
し
て
取

り
組
む
見
解
は
。

答  

本
市
で
は
、
26
年
度
、

第
６
期
の
高
齢
者
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
計
画
を
策
定

す
る
。
第
５
期
事
業
計
画
ま

で
の
取
り
組
み
を
継
承
発
展

し
て
い
く
。
市
と
し
て
、
県

市
長
会
・
全
国
市
長
会
を
通

じ
て
、
制
度
改
正
に
関
わ
る

要
望
を
し
て
い
く
。

問  

本
郷
地
区
の
保
育
所
に

お
い
て
、
希
望
す
る
保
育
所

に
入
所
で
き
な
い
事
態
が
継

続
し
て
発
生
し
て
い
る
。
こ

う
し
た
事
態
を
解
消
で
き
な

い
で
、
子
育
て
支
援
の
環
境

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

い
え
る
か
。
も
っ
と
真
摯
に

取
り
組
み
、
早
期
の
解
決
を

求
め
る
。

答  

保
育
士
配
置
に
つ
い
て

は
、
４
月
１
日
の
入
所
児
童

数
に
応
じ
て
行
い
、
そ
れ
以

降
の
入
所
希
望
に
つ
い
て

は
、
臨
時
保
育
士
で
対
応
し

て
い
る
。
４
月
以
降
は
、
保

育
士
の
手
厚
い
配
置
が
必
要

な
３
歳
未
満
児
の
入
所
希
望

が
多
く
あ
る
が
、
必
要
な
臨

時
保
育
士
が
確
保
で
き
な
い

場
合
は
、
他
の
保
育
所
を
案

内
す
る
場
合
が
あ
る
。
今
後

も
高
ま
る
３
歳
未
満
児
の
保

育
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
引
き
続
き
待
機
児
童
ゼ

ロ
を
維
持
し
、
保
護
者
が
希

望
す
る
保
育
所
に
入
所
で
き

る
よ
う
努
め
た
い
。
現
在
、

平
成
27
年
度
を
初
年
度
と
す

る
５
カ
年
計
画
の
「
三
原
市

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

計
画
」
の
策
定
を
行
っ
て
お

り
、
保
育
ニ
ー
ズ
を
調
査

し
、
不
足
す
る
地
域
に
は
保

育
所
の
新
設
や
認
定
こ
ど
も

園
化
な
ど
、
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
整
備
等
を
検
討
す
る
。
利

用
し
や
す
い
保
育
環
境
の
整

備
に
努
め
て
い
く
。

小
学
校
統
廃
合
計
画
に

つ
い
て
、
当
面
す
る
複
式

学
級
の
解
消
に
つ
い
て

問  

本
郷
地
域
の
小
学
校
の

統
廃
合
が
決
定
す
る
ま
で
の

期
間
、
喫
緊
の
課
題
と
し
て

26
年
度
の
複
式
学
級
の
速
や

か
な
解
消
を
求
め
る
。
久
井

地
域
で
は
、
特
定
加
配
の
例

も
あ
る
が
、
ど
う
対
処
す
る

の
か
。

答  

統
合
が
決
定
し
た
学
校

に
お
い
て
は
、
統
合
の
前
年

度
は
、
複
式
学
級
を
単
式
学

級
に
編
制
で
き
る
県
教
育
委

員
会
の
制
度
が
あ
る
。

　
指
摘
の
事
例
は
、
久
井
地

域
の
羽
和
泉
小
学
校
で
、
23

年
度
に
５・
６
学
年
が
複
式

学
級
と
な
り
、
か
つ
そ
の
翌

年
は
単
式
学
級
と
な
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
た
た
め
、
市
費

で
非
常
勤
講
師
を
措
置
し
、

複
式
学
級
は
そ
の
ま
ま
で
、

国
語
、
算
数
の
２
教
科
に
つ

い
て
、
学
年
単
独
で
の
指
導

を
行
っ
た
臨
時
的
な
特
別
措

置
で
あ
る
。
今
後
、
統
合
前

の
複
式
学
級
の
解
消
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
制
度
の
中
で
、

ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る

か
検
討
し
て
い
く
。

保
育
所
入
所
許
可
に
つ
い
て
、
希
望
す
る
保

育
所
入
所
が
困
難
な
状
況
の
解
消
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

高た
か
木き 

武た
け
子こ 

議
員

伊い
　
と
う藤 

勝か
つ
　
や也 

議
員

三原市立本郷ひまわり保育所
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問  

中
山
間
地
域
で
は
高
齢

化
・
人
口
減
が
す
す
み
地
域

の
共
同
作
業
が
年
々
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
。
特
に
市

道
・
農
道
・
市
有
地
の
草
刈

り
等
の
管
理
に
苦
慮
し
て
い

る
。
市
道
・
農
道
・
市
有
地

の
維
持
管
理
の
予
算
を
増
や

し
て
対
応
し
て
は
ど
う
か
と

思
う
が
、
今
後
の
対
応
策
を

問  

市
財
政
運
営
に
つ
い
て

３
点
問
う
。

❶
県
内
13
市
平
均
よ
り
は
る

か
に
多
い
地
方
債
残
高
を
県

平
均
ま
で
減
ら
す
べ
き
で

は
。

❷
未
着
手
事
業
や
新
規
事
業

は
市
民
目
線
で
再
考
を
。

❸
毎
年
度
の
市
債
発
行
額
を

50
億
円
以
下
に
抑
え
る
べ
き

で
は
。

答  

❶
県
内
13
市
平
均
は
一

人
当
た
り
51
万
円
で
三
原
市

は
64
万
円
だ
。
今
後
も
繰
り

上
げ
償
還
を
活
用
し
地
方
債

残
高
の
縮
減
に
努
め
た
い
。

❷
事
業
の
見

直
し
に
お

い
て
は
市
民

ニ
ー
ズ
や
位

置
づ
け
、
役

割
な
ど
十
分

精
査
し
て
行

う
。

❸
今
後
も
地

方
債
の
新
規

借
り
入
れ
と

返
済
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
り
、
地

方
債
残
高
の
縮
減
に
努
め
る
。

問  

市
長
は
ど
の
事
業
も
市

財
政
と
表
裏
一
体
だ
と
肝
に

銘
じ
て
行
っ
て
も
ら
い
た

い
。
過
去
に
お
け
る
大
型
事

業
の
失
敗
を
教
訓
に
、
事
業

の
企
画
段
階
か
ら
市
民
へ
の

公
開
・
合
意
で
進
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

答  

地
方
債
残
高
が
非
常
に

膨
ら
ん
で
お
り
、
今
後
は
引

き
締
め
も
必
要
だ
が
、
一
方

で
は
夢
と
希
望
を
与
え
る
市

政
も
や
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
。

高
す
ぎ
る
国
保
税
の

大
幅
引
き
下
げ
を

問  

４
年
間
に
二
度
の
国
保

税
の
大
幅
値
上
げ
が
生
活
を

脅
か
し
て
い
る
。
23
年
度
の

予
算
編
成
時
に
は
財
源
不

足
が
生
じ
、
基
金
も
底
を

つ
い
た
よ
う
に
つ
く
り
な

が
ら
、
決
算
で
の
黒
字
は

４
億
４
千
万
円
、
24
年
度
は

５
億
１
千
万
円
の
黒
字
を
出

し
て
お
り
市
民
の
信
頼
は
大

き
く
損
な
わ
れ
て
い
る
。

　
11
月
25
日
に
は
「
国
保
税

の
一
人
当
た
り
一
万
円
の
引

き
下
げ
」
を
求
め
る
４
，

３
９
７
筆
の
要
望
署
名
が
市

長
に
出
さ
れ
た
。
26
年
度
か

ら
大
幅
引
き
下
げ
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
特
定
健
康
診

査
の
受
診
率
の
引
き
上
げ
に

は
従
来
の
枠
を
超
え
た
取
り

組
み
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答  

26
年
度
以
降
の
税
率
見

直
し
に
つ
い
て
は
財
政
状
況

を
慎
重
に
見
極
め
、
国
や
県

の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

健
全
で
安
定
し
た
財
政
運
営

が
で
き
る
よ
う
十
分
検
討
し

た
い
。
受
診
率
向
上
に
む
け

て
は
自
己
負
担
７
０
０
円
の

無
料
化
を
検
討
し
て
い
る
。

事
業
見
直
し
と

財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て
問
う

寺て
ら

田だ 

元も
と

子こ 

議
員

岡お
か　

 

富と
み

雄お 

議
員

聞
く
。

答  

市
道
・
農
道
の
維
持
管

理
に
つ
い
て
多
く
の
要
望
を

受
け
て
い
る
。
特
に
道
路
の

草
刈
り
・
管
理
は
、
地
域
の

高
齢
化
が
進
み
、
要
望
が

年
々
増
加
し
て
い
る
。
道
路

の
維
持
管
理
は
管
理
者
で
あ

る
市
が
お
こ
な
う
べ
き
だ

が
、
市
道
・
農
道
の
す
べ
て

の
草
刈
り
等
を
市
が
対
応
す

る
の
は
困
難
な
状
況
で
あ

る
。
地
域
に
対
す
る
支
援
と

し
て
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険

の
加
入
と
燃
料
費
の
一
部
を

補
助
し
て
い
る
。
今
後
、
草

刈
り
に
対
す
る
労
力
の
軽
減

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。
引

き
続
き
地
域
関
係
者
の
協
力

を
お
願
い
す
る
。

南
海
ト
ラ
フ
に
よ
る
災

害
時
、
避
難
者
の
受
け

入
れ
体
制
に
つ
い
て

問  

南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ

る
大
災
害
時
に
お
い
て
、
沿

岸
部
で
は
被
害
が
大
き
い
と

思
わ
れ
る
が
久
井
・
大
和
地

域
で
は
比
較
的
被
害
が
少
な

い
と
考
え
ら
れ
る
。
本
市
と

し
て
近
隣
遠
方
か
ら
の
避
難

者
を
ど
れ
く
ら
い
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
ま

た
、
鳥
取
県
智
頭
（
ち
づ
）

町
が
行
っ
て
い
る
、
疎
開
保

険
（
一
定
の
保
険
料
を
も
ら

い
災
害
時
は
避
難
の
受
け
入

れ
を
行
い
、
平
常
時
に
は
イ

ベ
ン
ト
に
招
待
し
た
り
特
産

品
を
送
っ
て
地
域
の
活
性
化

を
図
る
制
度
）
等
の
避
難
者

受
け
入
れ
の
新
し
い
制
度
を

つ
く
っ
て
は
ど
う
か
。

答  

久
井
・
大
和
地
域
で
の

避
難
者
収
容
可
能
人
数
は

１
万
１
千
人
で
あ
る
。
災
害

直
後
、
津
波
浸
水
域
の
周
辺

は
一
時
的
に
避
難
所
収
容
数

の
不
足
が
考
え
ら
れ
る
た

め
、
北
部
地
域
で
の
避
難
者

受
入
も
想
定
し
て
い
る
。
そ

の
後
の
公
営
住
宅
・
空
家
等

を
活
用
し
た
応
急
仮
設
住
宅

へ
の
移
行
等
、
市
全
体
で
迅

速
、
効
果
的
な
災
害
対
応
が

可
能
に
な
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
。
疎
開
保
険
の
事
例

は
、
中
山
間
地
域
活
性
化
地

域
計
画
策
定
の
際
、
情
報
提

供
す
る
と
と
も
に
、
地
域
活

性
化
対
策
の
参
考
に
す
る
。

市
道
・
市
有
地
の
管
理
に
つ
い
て

どうする地域の草刈り

１ 庄原市 111万4737円
２ 安芸高田市 105万9537円
３ 三次市   97万6071円
４ 大竹市   72万5563円
５ 江田島市   68万4126円
６ 三原市   64万  789円
７ 府中市   59万1353円
８ 呉市   56万1007円
９ 廿日市市   47万9229円
10 尾道市   46万9189円
11 東広島市   46万4896円
12 竹原市   35万1285円
13 福山市   33万3949円

　市民一人当たりの地方債残高

（平成24年度決算から）
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問  

条
例
が
施
行
さ
れ
て
２

年
に
な
る
が
、
公
園
や
道

路
、
河
川
に
は
、
ま
だ
ま
だ

空
き
缶
、
空
き
ビ
ン
、
生
ゴ

ミ
、
犬
の
糞
な
ど
が
散
乱
し

て
い
る
。
市
の
対
応
は
ど
う

か
。

答  

今
日
ま
で
、
広
報
み
は

ら
、
や
っ
さ
祭
り
で
の
う
ち

わ
配
布
等
の
啓
発
活
動
、
啓

発
看
板
の
設
置
等
を
実
施
し

て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
の
結
果
、
昨
年
度
と
比

べ
て
み
て
、
定
点
調
査
で
吸

い
殻
は
46
％
減
、
ビ
ン
・
缶

は
90
％
減
、
ゴ
ミ
全
体
で
は

44
％
減
と
な
っ
て
い
る
。
今

後
は
、
環
境
美
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
個
人
、
団
体
、
事

業
者
、
学
校
な
ど
の
表
彰

や
、講
演
会
を
行
っ
て
い
く
。

問  
環
境
美
化
を
推
進
す
る

市
民
や
団
体
の
支
援
策
を
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

答  

住
民
組
織
が
行
う
道
路

･
河
川
の
除
草
、
清
掃
時
の

補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、
前

向
き
に
検
討
す
る
。

問  

元
気
で
長
生
き
、
健
康

で
毎
日
を
過
ご
す
こ
と
は
地

域
の
活
性
化
に
欠
か
せ
な

い
。
運
動
普
及
リ
ー
ダ
ー
な

ど
を
通
し
て
正
し
い
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
の
仕
方
や
、
各
地
域

の
特
徴
の
あ
る
名
所
旧
跡
、

公
園
や
休
憩
場
所
な
ど
を
示

し
た
モ
デ
ル
コ
ー
ス
な
ど
、

安
心
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

で
き
る
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
普
及

に
取
り
組
み
、
地
域
の
活
性

化
を
図
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

答  

「
ラ
ジ
オ
体
操
と

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ま
ち
三

原
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

に
平
成
21
年
度
か
ら
運
動
普

及
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
安
全
で
、
観

光
ス
ポ
ッ
ト
や
休
憩
所
が
あ

る
コ
ー
ス
が
あ
る
と
市
外
の

人
に
も
Ｐ
Ｒ
で
き
る
。
運
動

普
及
リ
ー
ダ
ー
の
人
材
育
成

に
努
め
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

普
及
推
進
や
コ
ー
ス
検
討
等

を
行
い
、
安
全
で
楽
し
め
る

教
育
問
題
に
つ
い
て

問  

小
中
学
校
に
お
け
る
体

験
学
習
に
つ
い
て

❶
体
験
学
習
の
教
育
的
意
義

は
ど
う
か
。

❷
体
験
学
習
の
取
り
組
み
状

況
は
ど
う
か
。

❸
今
後
、
体
験
学
習
の
充
実

を
ど
う
図
る
か
。

答  

❶
今
日
の
子
ど
も
た
ち

の
傾
向
で
あ
る
「
人
間
関
係

を
う
ま
く
つ
く
れ
な
い
」「
集

団
生
活
に
適
応
で
き
な

い
」「
規
範
意
識
の
低

下
」「
自
信
が
持
て
な

い
」
な
ど
を
改
善
し
て

い
く
上
で
、
体
験
学
習

は
有
効
で
あ
る
。

❷
小
学
校
で
は
一
泊
か

ら
三
泊
の
宿
泊
体
験

を
、
中
学
校
で
は
五
日

間
の
職
場
体
験
を
全
校

で
行
っ
て
い
る
。

❸
各
学
校
の
教
育
課
程

に
計
画
的
･
意
図
的
に

コ
ー
ス
を
増
や
し
、
多
く
の

市
民
が
体
力
づ
く
り
や
運
動

を
楽
し
め
る
よ
う
取
り
組

む
。

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

問  

❶
有
害
鳥
獣
対
策
協
力

員
の
配
置
と
モ
デ
ル
地
区
の

指
定
に
つ
い
て
。
目
撃
情
報

や
被
害
状
況
、
捕
獲
数
を
把

握
し
、
防
護
柵
や
箱
罠
の
設

置
や
管
理
状
況
な
ど
、
住
民

と
捕
獲
隊
を
つ
な
ぐ
役
割
を

担
う
有
害
鳥
獣
対
策
協
力
員

組
み
込
ま
れ
実
施
さ
れ
る
よ

う
に
、一
層
の
充
実
を
図
る
。

問  

市
内
全
て
の
小
学
校
に

制
服
を
導
入
し
て
は
ど
う

か
。

答  

制
服
の
着
用
は
、
集
団

と
し
て
の
協
調
性
や
連
帯
感

を
高
め
る
効
果
が
あ
る
。
今

年
度
か
ら
制
服
を
採
用
し

た
学
校
は
、「
み
ん
な
で
学

ぼ
う
と
す
る
意
識
が
高
ま
っ

た
」「
落
ち
着
い
た
教
育
環

境
に
な
っ
た
」
等
の
状
況
を

聞
い
て
い
る
。
制
服
導
入
は

校
長
判
断
の
た
め
、
着
用
効

果
に
つ
い
て
は
校
長
会
で
話

し
た
。
各
学
校
に
お
い
て
教

育
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
子
ど

も
た
ち
の
制
服
に
つ
い
て
、

保
護
者
と
の
協
議
が
進
む
こ

と
を
期
待
す
る
。

を
採
用
し
、
効
果
的
な
対
策

を
と
っ
て
は
ど
う
か
。
モ
デ

ル
地
区
を
指
定
し
、
一
斉
捕

獲
作
戦
で
、
徹
底
的
に
対
策

を
講
じ
、
成
果
を
分
析
検
討

し
、
他
地
区
の
参
考
に
し
て

は
。

❷
大
規
模
い
の
し
し
防
護
柵

設
置
事
業
の
条
件
緩
和
に
つ

い
て
。
戸
数
要
件
５
戸
以
上

で
柵
を
巡
ら
せ
る
に
は
、
道

路
や
建
物
な
ど
を
考
慮
す
る

と
限
ら
れ
て
く
る
。
よ
り
効

果
の
高
い
対
策
に
す
る
た
め

に
条
件
を
緩
和
し
て
は
。

答  

❶
従
来
の
捕
獲
対
策
、

侵
入
防
止
対
策
に
環
境
改
善

対
策
を
加
え
た
、
集
落
を
主

体
と
し
た
モ
デ
ル
地
区
を
設

定
し
26
年
度
実
施
し
た
い
。

　
有
害
鳥
獣
対
策
協
力
員
の

配
置
と
一
斉
捕
獲
に
つ
い
て

は
、
今
後
見
直
す
予
定
の
農

業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
で
検
討

し
、
効
果
的
な
鳥
獣
対
策
と

し
た
い
。

❷
単
市
事
業
で
戸
数
要
件
が

５
戸
以
上
と
な
っ
て
い
る

が
、
国
庫
事
業
で
あ
る
鳥
獣

被
害
防
止
総
合
対
策
交
付
金

事
業
の
戸
数
要
件
は
３
戸
以

上
と
な
っ
て
い
る
。
他
の
自

治
体
の
取
り
組
み
状
況
も
調

査
し
、見
直
し
を
検
討
す
る
。

き
れ
い
な
三
原
ま
ち
づ
く
り
条
例
に
つ
い
て

健
康
づ
く
り
で
地
域
活
性
化
を

陶す
え　
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体験活動 伝統芸能に取り組む子どもたち


